
XCPオプションは、ECUメモリーへのアクセス機能を追加することによって
CANoeを拡張します。ECUメモリーへのアクセスは、ASAMによって規格化
されたXCPまたはCCPプロトコルを使用して実行され、設定はA2L形式のファ
イルを使用して簡単に行うことができます。

応用分野
XCP/CCPを用いたCANoeでは、テストおよび解析作業のために、内部ECU値
にアクセスできるようになっています。外部ECUシグナルだけを刺激入力、
測定する単純なブラックボックステストとは対照的に、XCP/CCPを使用する
ことで、ECUの内部値の読取/書込を行うことができます。内部のパラメー
ターを変更して特定のエラーを発生させ、その結果ECUがどのように動作す
るのかをチェックすることができます。また、ECUのソフトウェア内容を変
えてテストすることもできます。異なる内容のソフトウェアは、XCPを使用
して直接切り替えられます。その他、XCP/CCPを使用して、関連するメモリー
位置に値を書き込むことによって障害センサー値をシミュレートすることも
できます。
CANoe.XCPを使用した解析では、バスシグナルと並行してECUの内部パラ
メーターを解析することができます。端子状態やタスク変更などのステータ
ス情報を、解析時に参照することができます。

CANoeオプションXCP 
ECU内メモリーアドレスへの読取/書込アクセス

機能
> XCP-on-CAN/FlexRay/EthernetおよびCCP-on-CANをサポート
> スカラー値の書込と読取
> ポーリングおよびDAQ (Data Acquisition) リストによる読取
> 動的および静的DAQリスト
> 複数ECUに対するテストと解析の並行実行

CANoeでの統合
CANoeがXCP/CCPマスターとなります。設定は、A2Lファイルで簡単にでき
ます。XCPシグナルはCANoeのシステム変数として使用できるため、テスト
機能セットやCAPL、.Net、MATLAB/Simulink、CANoe解析Windowからの
アクセスも可能です。

システム要件
「CANoe」のデータシートをご覧ください。

主な特長
> 内部ECU値へのアクセスによる拡張テストオプション
> 内部ECU値、バスシグナル、I/Oシグナルの並行解析
> ASAM-A2Lファイルによる自動設定

特殊機能
> ベクターのVX1000ハードウェアに対応し、ECUのNEXUS/JTAGイン
ターフェイスによる高速データ交換を実現

> Seed&Keyによるセキュアアクセス 
> CANoeのあらゆる機能にて、XCPシグナルをシステム変数として使用
可能

> ECUのタイムスタンプの解析
> CANoe RT (Real-Time) で実行可能

XCP-on-CAN/FlexRay/EthernetおよびCCP-on-CANを使用したECUへのアクセス

3/10

※記述されている内容は予告無く変更されることがあります。(発行日：2011年5月12日)
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